
国立研究開発法人 

  国立精神・神経医療研究センター病院家族会「むさしの会」 

１０   ９月の例会・学習会のご案内 
 

西日本豪雨は猛威を振るい、未曽有の大被害を残しました。 

猛暑の中、災害から立ち上がり、手の付けようもない現地で行方不明者を探し、

片付けをされていらっしゃる方々、精神的にそして身体のご無事を心より祈って

おります。悲歎の底で苦しむ方々に、多くの支援の力を捧げたいですね。 

 さて、9 月の学習会は、副看護部長 岸清次先生にお願い致しました。大変な

ご多用にも拘わらずご快諾を頂きました。 

実は今から 4 年前、医療観察法病棟（8、9 病棟）での日々をお話頂きました。

先生の患者さんに対する愛、そして情熱に感動、沢山の質問で 4 時間におよぶ当

会始まって以来の新記録学習会となりました。 

 今回も先生のご熱意をたくさん学習させて頂きたいと思います。 

多くの皆様のご来場をお待ちしております。 

～初めての方もどうぞ、ご予約の申し込みは不要です～ 
 

 記 
日  時  平成 30 年（2018）9 月 22 日（土）  13：00～16：30 

 

場  所  国立精神・神経医療研究センター中央館３階コスモホール 
      （西武線萩山駅下車 5～7分、JR武蔵野線新小平駅下車 12～15 分、 

エレベーター、駐車場あり、会場受付で駐車券をお出し下さい。割引あり） 

《講演会》                      13：00～14：30 

演 題   “看護の世界に生きる” 

        ～病む人へのあたたかい心と苦しみへの理解、 

そして尊厳を大切にする看護を～ 

 
講 師    国立精神・神経医療研究センター病院 副看護部長  
    

                岸 清次 先生 
 
懇談会    （質疑応答含む）          14:45～16：30 
      
参加費   200 円（当事者は無料です） 

問い合わせ先 「むさしの会」会長 住本 知子  

 TEL&FAX  042-572－6028   携帯  090-4246-3107 

  


